


















































（また、本稿執筆時は 2015 年 6 月であり、本


























たものの、2001 年度の 110.0 からずっと低下し
















5 年に一度公表されるもので、現在 2010 年
























に 1990 年、1995 年、2000 年の 5 年ごとに公表











の県内生産額は約 6.3 兆円で、全国の 0.65％を
占めている。その生産額の年平均増加率は、























資本金 10 億円以上を大企業、1 億円以上 10



































表 1―1　法人企業景気予測調査（2015 年 4 〜 6 月調査、山梨県分）調査対象法人・回収率
規模別 業種別
合計
大企業 中堅企業 中小企業 製造業 非製造業
対象法人数 17 23 61 33 68 101
回答法人数 17 20 46 28 55 83
ウエイト 20.5 24.1 55.4 33.7 66.3 100.0














































































現在把握できる 2015 年 2 月の景気動向指数
のデータを見る限り、「先行指数」は 2ヶ月連
続で 50% を上回り、「一致指数」は 3ヵ月連続




2008 年 2 月に景気は山を打った。その後、翌
2009 年 3 月に底入れをし、ここからの回復・






























































































































中小企業 352 社（2015 年 6 月の調査、以下同じ）
























































































































































































































































































































































































































































































































連関表（2005 年）を基に―」（同上、第 21 号）。
堀越芳昭［2007］「山梨県産業経済研究の推移と
課題」（同上、第 13 号）。
